
 
                                                                

 

 

 
 
 
 
春の花々に囲まれて新学期を迎え、早いもので１ヶ月が経とうとしています。校庭の桜は美し

い花から鮮やかな葉を楽しませてくれる姿に変わりました。校庭の周りにはツツジの花が咲き始
めています。花いっぱいのあざみ野第一小学校で、子ども達はすっかり新しい環境に慣れた様子
です。 
 さて、いよいよ「平成」も残すところ数日,「令和」の時代が始まります。既に報道等でご存知
の方も多いかと思いますが、「令和」には「人々が美しく心を寄せ合う中で文化が生まれ育つ」
という意味が込められているそうです。ちなみに「平成」には「国の内外、天地とも平和が達成
される」、「昭和」には「国民の平和と世界の共存、繁栄を願うもの」という意味が込められて
いました。振り返ってみると、それぞれの時代に即した意味が込められていたように感じます。 
 本校で昨年度実施した保護者・学校関係者・教職員に向けてのアンケート結果では、教育活動
全体で育成を目指していきたい資質・能力として「他者を理解する態度・自己を肯定する姿」
「思いや考えを伝え合う力」「相手の思いや考えを聞く力」「目標を設定し、それに向かってい
く力」に多くの意見が集まりました。「令和」の「人々が美しく心を寄せ合う」に通じる力のよ
うに思います。先日、横浜市立小学校の全校長を対象にした研修会で、これからの予測不可能な
時代に子ども達に大切なものは「自尊感情（＝自分を大切に思う気持ち）」であるというお話が
ありました。この自尊感情には「社会的自尊感情」と「基本的自尊感情」の２種類あり、前者は
褒められたり認められたりして育まれ、後者は共有体験で育まれるというお話でした。前者が他
者との比較であるのに対し、後者は自分そのもの、ありのままの自分に宿るものなのだそうで
す。どちらも心の基盤を支える大事なものですが、特に「基本的自尊感情」を育んでいくこと
が、これからの時代をたくましく生きる糧になります。この感情を育むとされる共有体験とは、
どんなプロジェクトが必要なのだろうかと身構えていたところ、実はちょっとした心がけで様々
な場面でできることでした。例えば、一緒に笑ったり泣いたりすること。少し硬い言葉で表現す
ると、自分が感知した世界を共有する体験を積み重ねることです。同じテレビ番組を見て笑った
り、空にかかった虹を見て一緒に感動したり、困ったことや悩み事を聞いて気持ちを受けとめた
り対策を考えたり・・・。 
今年のゴールデンウィークは１０連休です。元号も連休中に令和になります。ぜひお子様と多

くの共有体験をしてみてください。共有体験によって基本的自尊感情が磨かれ、ひとまわりたく
ましくなった子ども達に再会できるのを楽しみにしています。 

校長  山本 佐知子 
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 新しい時代に向かって 

５月号 


